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５月１０日（火）第１回学校運営協議会が開催されま

した。少し堅い話をしますと学校運営協議会というのは

地方教育行政法という法律に基づき、学校運営に関する

ことについて、保護者や地域の皆さんの声を積極的に生

かしながら、学校が地域と一体となって特色ある学校づ

くりを進めていくために話し合いをする場ということに

なるのでしょうか。これまでは学校評議員会という組織

があり、学校運営に関して、第三者の立場から評価をし

ていただき、学校がそうした評価をもとに改善や向上を

試みていくというものでした。しかし、学校運営協議会

は学校が取り組んだことに対して評価するというのでは

なく、学校の課題や、やりたいと思っていることに対して、

どのような支援ができるのかを考え、取り組んだり、人や場

所と学校をつないだりしてもらう、いわば学校の応援団の役

割を担っていただくことになります。今回は第１回の集まり

でしたので、学校の運営方針について説明をさせていただ

き、委員の皆さんから承認をしていただきました。今後どの

ように展開していくか委員の皆さんと熟議を重ねながら、も

しＰＴＡ会員や地域の皆さんにお手伝いの声がかかった時に

は、可能な範囲でよろしいですので、ご協力をお願いいたし

ます。 

 

 

 

 これまで、集会活動はリモートで行ってきましたが、５月から集会

活動を再開することにしました。再開第１弾は「前期児童総会」。 

３年生以上が体育館に集まり５月１１日（水）に行いました。会場

には今年度の活動を決定する大事な会だという緊張感がひしひしと伝

わり、執行部から順に今年度の目標、活動計画が提案されました。集

まった児童からは、学年関係なく質問や支持を表明する意見が次々と

発言され、それに堂々と受け答えする児童会長、委員長に頼もしさを

感じました。また、執行部児童が質問者一人ひとりにマイクの拭き取

りを行ってからマイクを手渡す感染症対策も「気の利く」心配りでし

た。今日話し合われた内容がどのように形づくられるのかますます楽

しみになりました。 

【学校教育目標】「かしこく やさしく たくましく」  
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５月１０日（火）の全校朝会では運動会に向けての結団式が行われました。昨年度は優勝が白組、応援

賞は赤組となりましたが、子どもたちには、「やるからには、優勝も応援賞もどちらもつかみ取れるよう

に応援も競技も全力で頑張ってほしい」と伝えました。そして、全力でやったけれど、どちらも取れなか

ったという覚悟もしておくことも合わせて話しました。今年はどんな結末が待っているのか、今からドキ

ドキします。結団式では、白組キャプテン野田久侑杜さん、赤組キャプテン川畑愛実さん、さらに白組団

長 東 小春さん、赤組団長 菅野 友さんが全校児童から満場一致で承認され、キャプテンには長はち

まきとホイッスルが、団長には長はちまきと手袋が授与されました。最後はお互いの健闘を誓いあってエ

ール交換を行いました。すでに、運動会練習が始まっています。徐々に疲労も溜まってくるかと思いま

す。食事をきちんととり、睡眠時間もしっかり確保し、当日はベストパフォーマンスができるよう、運動

会までの期間を乗り切ってほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 越喜来小学校のホームページが開設されてまだ１年に満たないですが、今年度新たに「子どもブログ」

というコーナーを新設しました。子どもたちは低学年でもタブレットの扱いにだいぶ慣れ、コーナーの

開設初日から、何の宣伝も、呼びかけもないにもかかわらず、次々と写真や記事が投稿され、ホームペ

ージにアップする作業が追いつかないほどの盛況でした。最近は少し落ち着いてきましたが、子どもた

ち目線の記事はなかなか新鮮で、このまま継続していこうと思います。著作権に触れそうな投稿もある

ので、全てを紹介することはできませんが、もしよかったら「子どもブログ」を覗いてみてほしいと思

います。欄外にある QRコードを読み取ってもアクセスできます。 

 

 

 

 

 

 

http://www.ofunato-school.jp/okirai/

